
数学科学習指導案
                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校名　沖縄県立那覇西高等学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラス　３年４組　普通科　25名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施日　平成30年　6月21日4校時 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　照屋　全人                                  　                                                                      

１  単元名

　　　数学A：整数の性質、２元１次不定方程式　「ネオパル数学Ⅰ・A」
２  単元の指導目標　

　　　整数の性質についての理解を深め、それを事象の考察に活用できるようにする。
３　生徒実態　　
　　　勤怠や挨拶、授業に臨む態度等良好なクラスである。３クラス４展開で数学Ⅲと数学セミナーⅠの選択授業であり、本授業
は数学セミナーⅠ（数学Ⅰ・A）である。文系の生徒が多く、数学Aは１年次に習得済みの範囲だが、「整数の性質」は苦手
意識を持つ生徒が多い。尚、学校の特徴として、進学面で数学が必要な生徒は数学Ⅰ・Aを受験科目にしている生徒がほと
んどである。
４　本時の目標

２進法について理解し、10進法から２進法への変換やその逆変換をすることができる。また、ｎ進法について考えること
ができる。
５　単元の評価規準
	関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解

	・最大公約数と最小公倍数の関係を理解し、これを活用して整数の性質を考察しようとしている。
・ｎ進法に拡張して考察しようとしている。
	・除法の性質を理解するとともに、割り算の余りによる整数の分類を理解し、整数の性質を考察できる。
・分数が有限小数または循環小数で表される仕組みを理解し、考察できる。
	・素因数分解を利用して約数や最大公約数、最小公倍数を求めることができる。
・２元１次方程式を様々な解法で解くことができる。
	・整数に関する基本的な用語や最大公約数と最小公倍数の関係を理解している。
・ユークリッドの互除法、２元１次方程式の解法を理解している。
・ｎ進法や小数の関係を理解している。


６　単元の構成
（評価規準：関 関心・意欲・態度、見 数学的な見方考え方、技 数学的な技能、知 知識・理解）

	時限
	目標
	学習活動（授業内容）
	評価と方法

	１
	約数や倍数に関する事象を論理的に考察し整数の性質について理解を深める。
	「倍数・約数、倍数の判定」、「素因数分解」について演習し、理解を深めグループ内で確認プリントを作成・共有し、ﾛｲﾛﾉｰﾄで送信・提出する。
	関行動観察
見 技 知
確認プリント
作問写真

	２
	素因数分解を用いた公約数や公倍数の求め方を理解し整数に関連した事象を論理的に考察し表現することができる。
	「最大公約数・最小公倍数」、「割り算における商と余り」について演習し、理解を深めグループ内で確認プリントを作成・共有し、ﾛｲﾛﾉｰﾄで送信・提出する。
	関行動観察
見 技 知
確認プリント
作問写真

	３
	整数の除法の性質に基づいてユークリッドの互除法の仕組みを理解し、それ用いて二つの整数の最大公約数を求めることができる。
	「ユークリッド互除法」について演習し、理解を深めグループ内で確認プリントを作成・共有し、ﾛｲﾛﾉｰﾄで送信・提出する。
	関行動観察
見 技 知
確認プリント
作問写真

	４
	二元一次不定方程式の解の意味について理解し、簡単な場合についてその整数解を求めることができる。
	「２元１次不定方程式」について演習し、理解を深めグループ内で確認プリントを作成・共有し、ﾛｲﾛﾉｰﾄで送信・提出する。
	関行動観察
見 技 知
確認プリント
作問写真

	５
	分数が有限小数又は循環小数で表される仕組みを理解し、整数の性質を事象の考察に活用できるようにする。
	「分数と小数」について演習し、理解を深めグループ内で確認プリントを作成・共有し、ﾛｲﾛﾉｰﾄで送信・提出する。
	関行動観察
見 技 知
確認プリント
作問写真

	６
(本時）
	十進法の仕組みを見直し、ｎ進法の仕組みを考えることができる。
	「記数法」について演習し、理解を深めグループ内で確認プリントを作成・共有し、ﾛｲﾛﾉｰﾄで送信・提出する。
	関行動観察
見 技 知
確認プリント
作問写真


７　態度目標
□しゃべる（質問する・説明する）　□動く　□チームで協力する　□聴く　□作問する　□全員が満点
８　本時の展開

	過程
	教師の活動
	生徒の活動
	指導上の留意点
	評価

	導
入
(2)
	前時の授業の復習をパワーポイントにてフラッシュカード形式を交えて行う。
	フラッシュカード等を見て解法を確認し、答えを述べる。（２分）
	生徒が積極的に授業参加するようにする。
	

	展
　　開
(45)
	・前時の確認テスト⑥の送信を10分後にする。

・スクリーンに提出状況を提示する。
・パワーポイントにての記数法について説明する。
・２進数を指を使った数え方で紹介する。

・小数の概念を具体的な例と位を使って示す。
・10進法を2進法に変換する方法を紹介する。
・問題集及び確認プリント⑦に取り掛かるよう指示する。
・解説終了から２５分後が問題作成の締め切りとしてﾛｲﾛﾉｰﾄの提出箱（今日の作問⑦）を設定する。

・スクリーンに提出状況を提示する。
・グループで作問問題の送信ができているかの確認をする。
・確認プリント⑦の提出を授業終了５分前に設定し、ﾛｲﾛﾉｰﾄの提出箱（確認プリント⑦）を作成する。
・机間指導をする。
	グループで前回（分数と小数）の確認と確認テスト⑥の送信を行う。
・解説を聞く（７分）
・解説を参考に演習問題を解答する（自己採点まで）（13分）
・演習問題を参考に作問する。（作問シートに書く）
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・グループで問題が揃ったらﾛｲﾛﾉｰﾄにて撮影をし、教諭（今日の作問⑦）と次のグループに送信する。（７分）
・グループ内でお互いの問題を解く（わからなければ質問する）。
・お互いで採点し、批評する。
・確認プリント⑦がグループで揃ったら教諭に送信する。（７分）
・余裕があれば他のグループの問題に取り掛かる。
	・教師の解説はより簡潔にわかりやすく伝わるようにする。
・生徒の演習時間を確保できるようにする。
・タブレットの状況を常に確認する。
・タブレットが使用できない場合は作問シートにて状況を確認する。
・態度目標を確認する。
・活動の見られないグループに対しては「協力できていますか？」「質問できていますか？」等声掛けをする。
・生徒の質問に対して、グループで共通の質問だった場合は過干渉にならない程度にアドバイスをする。
	関
作問することができる。
関 見 技 知
積極的に意見交換ができ、確認プリントを完成することができる。

	ま
と
め
(3)
	送信状況を確認する。
タブレットの不具合があれば用紙を提出させる。


	
	送信がまだなグループについて状況を把握する。
	



